
業務対象物件 別添２
非常用発電設備点検項目 無停電電源設備点検項目（CVCF装置）

点検項目(ﾃﾞｲｰｾﾞﾙ用) 点検項目(ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ用)
１機関の点検（点検実施内容） １機関の点検（点検実施内容）
燃料ﾀﾝｸの油量 1 設置状況
燃料ﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ抜き 2 ﾊﾟｯｹｰｼﾞの変形、腐蝕
燃料油ｺｼ器ﾌﾞﾛｰｵﾌ 3 原動機の損傷、漏れ等
潤滑油ｺｼ器ﾌﾞﾛｰｵﾌ 4 発電機の変形、塵埃等
冷却水ﾀﾝｸの水量 5 蓄電池の外観、電圧、液面
ﾎﾟｰﾙﾀｯﾌﾟ弁の作動 6 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ内計器の指示
機関潤滑油の成分 7 燃料ﾀﾝｸの損傷、漏れ等
機関潤滑油の油量 8 燃料ﾀﾝｸの油量ﾚﾍﾞﾙ計
過給機潤滑油の油量 9 排気筒の変形、漏れ
弁腕注油ﾀﾝｸの油量 10 発電機基礎ボルトの緩み
ｶﾞﾊﾞﾅｰ潤滑油の油量 11 ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞﾎﾞﾙﾄの緩み
発電機軸受の油量 12 原動機の潤滑油量
摺動部の注油 13 発電機の起動停止
ﾌﾟﾗｲﾐﾝｸﾞﾋﾟｽﾄﾝの作動 14 計器類
温度調整弁の作動 15 換気装置の作動
空気配管の漏れ 16 ﾌﾟﾗｸﾞｺｰﾄﾞの傷等の汚れ
運転中の異常音 17 ﾃｰﾌﾟﾋｰﾀｰの状態
運転中の振動 18 点火ﾌﾟﾗｸﾞ点検
機関各部の温度 19 ﾐｽﾄﾌﾟﾚｻﾞｰ点検
軸受ｵｲﾙﾘﾝｸﾞの作動 20 燃料ﾉｽﾞﾙ､ｽﾜﾗｰ点検
運転中の排気色 21 EAC点検
機関各部の水漏れ 22 保護装置試験、表示警報
機関各部の油漏れ
始動空気槽の圧力 ２始動試験（９・３月実施点検内容）
空気圧縮機の潤滑油量 1 始動試験
空気圧縮機の冷却水量 2 停止試験
空気圧縮機の異常音の有無 ３起動容量試験（９・３月実施点検内容）
各部ﾎﾞﾙﾄの増締め
機関各部の清掃 ４ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ機関試験（９・３月実施点検内容）
弁頭ｽｷﾏ点検

５非常停止試験及び保安警報装置試験
２保護装置動作試験（９・３月実施点検内容）
潤滑油の圧力低下 ６消防設備点検（９・３月実施点検内容）
冷却水の温度上昇 1 非常電源（自家発電設備）
冷却水の断水
過速度 ※　点検項目は、消防用設備点検の非常電源点検
始動渋滞 　票の様式の内容で、９月と３月に実施　
非常停止
過電圧
過電流
逆電力
不足電圧
燃料槽油面低下
冷却水槽水面低下
空気槽圧力低下

３補助機器（毎月実施点検内容）
燃料油移送ﾎﾟﾝﾌﾟの、自動発停
空気圧縮機の、自動発停

４その他（毎月実施点検内容）
無負荷運転

５消防用設備点検（９・３月実施点検内容）
非常電源（自家発電設備）

※　点検項目は、消防用設備点検の非常電源点検
　票の様式の内容で、９月と３月に実施　



業務対象物件 別添３
無停電電源設備点検項目（CVCF装置）

点　検　項　目 点　検　方　法 判　定　基　準

【外観点検】

１．抵抗器の変色、変形有無の確認 目視 異常がないこと。

２．ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの変色、変形、液漏れ及び、防爆弁 〃

　　の異状有無の確認

３．半導体ｽﾀｯｸ類の変色、損傷有無の確認 〃

４．継電器、接触器の接点荒れ、ｺｲﾙの変色有無 〃

　　の確認

５．ﾌﾟﾘﾝﾄ基板の部品変色、折損、ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの液漏 〃

　　れﾊﾝﾀﾞあげ状況の確認

６．ﾋｭｰｽﾞの過変色有無の確認 〃

７．冷却ﾌｱﾝの熱による変色有無の確認 〃

８．配線類の熱による変色、腐蝕有無の確認 〃

９．ﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､その他のｻﾋﾞ有無の確認 〃

１０．ﾄﾗﾝｽ､ﾘｱｸﾄﾙの変色、過熱有無の確認 〃

【締付点検】

１．主回路部品の接続ﾎﾞﾙﾄ増締 ﾄﾙｸﾚﾝﾁ 異常がないこと。

２．制御回路部品の接続ﾎﾞﾙﾄの増締 ｽﾊﾟﾅｰ

３．制御回路部品のﾊﾝﾀﾞあげ状態の確認 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

４．端子台の接続ﾎﾞﾙﾄの増締 目視、感触

５．機器取付けﾎﾞﾙﾄの増締

６．盤内接続ﾎﾞﾙﾄの増締

７．ｺﾈｸﾀｰ挿入状態の確認

８．ｳｲﾝﾁｪｽﾀｰ､ｷｬﾉﾝﾌﾟﾗｸﾞ等のﾋﾟﾝ挿入状態の確認

９．絶縁距離の確認 専用工具

【絶縁抵抗を測定】

１．絶縁抵抗を測定する。 接地ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ、ﾗｲﾝﾌｲﾙﾀｰ等のｱｰｽ端 異常がないこと。

子を外し又半導体素子、ｹﾐｺﾝ、静

止形器具等を同電位とさせ測定を

実施する。

【電解ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ容量測定】

１．容量の測定 ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの配線を外し、専用測定 異常がないこと。

装置により測定する。

【ｹﾞｰﾄ回路点検】

１．ｹﾞｰﾄ電源電圧の測定 １．ｹﾞｰﾄ回路を単独運転させ各電 異常がないこと。

２．発振器周波数の確認 　　源を電圧計にて測定する。

３．各部動作表示の確認 ２．２～４ｹﾞｰﾄ回路を運転又は停

４．主回路素子のｹﾞｰﾄ波形（電圧、電流）の確認  　 止中に、左記内容をｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ

　　　（充電器回路も含む。）   　等にて測定する。

【保護連動試験】

１．運転停止及び、故障ｼｰｹﾝｽの確認 展開説明図に記載された操作手順 展開説明図の通り動作表示警

により、運転停止及び等価ｼｰｹﾝｽを 告等が正常であること。

を実施する。

２．各保護回路の設定値の確認 各種保護継電器の、設定値に対する 設定値に対する動作値の誤差

動作値を測定する。 が、許容値以内であること。

【無負荷運転試験】

１．主回路各部波形の確認 １．ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟにより、波形観測 異常がないこと。

２．運転中主回路機器の確認 ２．目視、触手、臭覚、聴覚

３．電圧、電流の測定 ３．ｼﾝｸﾛｽｺｰﾌﾟ、電圧計により測定 展開説明図及び仕様書による。

【停電試験】

１．停電切換試験 入力断にて、下記ｵｼﾛを測定する。 異常がないこと。

１．AC入力

２．直流電圧

３．ﾊﾞｯﾃﾘｰ接続ｻｲﾘｽﾀ電圧

４．出力電圧

５．B-OFF用ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ電圧

【電源切換試験】

点　検　項　目 点　検　方　法 判　定　基　準

１．手動切換 「手動操作により」

２．自動切換（故障） CVCF→予備電源へ移行させ下記ｵｼﾛ 切換時間が仕様書にて規定の

を測定する。 値になっていること。

「故障により」

CVCF→予備電源へ移行させ下記ｵｼﾛ

を測定する。

１．CVCF出力電圧

２．予備電源電圧

３．負荷電圧

４．切換信号


